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令和５年度第４回考古学講座 

埴輪の起源と神奈川県内出土の埴輪について 

令和５年９月 30 日 

小林萌絵 

１ はじめに 

 ○弥生時代 

   ・弥生時代前期 

    →水稲農耕技術の拡散 

   ・弥生時代中期 

    →大規模集落の出現・青銅器の登場 

   ・弥生時代後期 

    →青銅祭器の停止・甕棺墓や方形周溝墓の減少・大型墳墓の登場 

 ○古墳時代 

   ・古墳時代前期 

    →定型化した大型前方後円墳の成立 

   ・古墳時代中期 

    →巨大古墳の造営・須恵器や鉄器生産といった渡来系技術の成立 

   ・古墳時代後期 

    →前方後円墳の築造が停止 

    →大型円墳や方墳の築造が開始 

    →各地で群集墳や横穴墓の造営が活発化 

 

２ 埴輪について 

 ○分類 

   ・円筒埴輪 

   ・形象埴輪 

 

 ○登場する年代 

   ・円筒埴輪：３世紀後半 

   ・家形埴輪：４世紀中頃 

   ・器材埴輪：４世紀中頃  

   ・動物形埴輪：４世紀中頃～６世紀 

   ・人物埴輪：５世紀前半～６世紀 
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○埴輪の意味

・首長権継承儀礼

・王の事績・業績の表現

３ 埴輪の起源―特殊器台について― 

○特殊器台の型式分類

・立坂型：鬼川市Ⅲ（第Ⅴ様式）土器と対応関係

・向木見型：鬼川市Ⅲから才ノ町Ⅱ（第Ⅴ様式から庄内２式）土器と対応関係

・宮山型：下田所（庄内２式から庄内３式）土器と対応関係

・都月型：布留式土器と対応関係

○特殊器台に描かれている文様

・鋸歯文：鋸の歯のようなギザギザした文様

・交差文：直線が交差している文様で、三種類に分類ができる

→交差文 a：直角以外の角度で斜交する線

→交差文 b：斜交する線の帯が入り組んでいる状態を表す

→交差文 c：帯の一端、もしくは両端に扇形の表現

・弧帯文：複数の線によって形成される帯が、弧や渦上を形成する文様

 土製品・石製品（弧帯文石）・木製品（弧文円板）にも描かれている 

○特殊器台に描かれている弧帯文

・弧帯文の構成

→構成 a-1：弧帯文を構成する、二本の線を一束とした帯は二本

→構成 a-2：弧帯文を構成する、二本の線を一束とした帯は一本

→構成 b-1：弧帯文を構成する透穴は二つ

→構成 b-2：弧帯文を構成する透穴は一つ

→構成 c-1：弧帯文を構成する文様一単位は連続する

→構成 c-2：弧帯文を構成する文様一単位は収束する

→構成 d-1：弧線の方向が上から下

→構成 d-2：弧線の方向が下から上

・構成の組み合わせ

→弧帯文Ⅰ：a-1,b-1,c-1,d-1

→弧帯文Ⅱ：a-1,b-1,c-1,d-2

→弧帯文Ⅲ：a-1,b-2,c-2,d-1

→弧帯文Ⅳ-1：a-2,b-2,c-2,d-1（弧線が半時計回り）

→弧帯文Ⅳ-2：a-2,b-2,c-2,d-1（弧線が時計回り）



3

○特殊器台の出土分布

・吉備が出土の中心地であり、特殊器台の誕生した土地

○特殊器台に描かれた文様の変遷

交差文→弧帯文Ⅰ・Ⅲ→弧帯文Ⅱ→弧帯文Ⅳ-1→弧帯文Ⅳ-2

○特殊器台の意味

・飲食物供献儀礼の象徴的儀礼化

・主要祭祀に用いる祭祀道具

○特殊器台に描かれた文様の起源

・銅鐸に描かれた文様との類似

→銅鐸：鋸歯文・綾杉文・突帯文・流水文・渦文

→特殊器台：鋸歯文・交差文・突帯・弧帯文

・銅鐸に描かれた連続渦文と特殊器台に描かれた弧帯文の類似性

→構成方法の類似

４ 神奈川県内出土の埴輪について 

○出土分布

・県内 40 件

○県内外で製造された埴輪

・県内の工人集団により製作

→秋葉山２号墳・長柄桜山１号墳・小金塚古墳・西福寺古墳

・県外の工人集団により製作

→埼玉県生出塚埴輪窯跡（登山１号墳・北門１号墳）

→群馬県工人集団（蓼原古墳）

５ さいごに 

○埴輪の起源は特殊器台

○４世紀前半から６世紀前葉の神奈川県内では、在地の工人集団により埴輪が製作

○６世紀中葉以降は、県外から輸入された埴輪を使用
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⿊宮⼤塚弥⽣墳丘墓出⼟資料 
真壁他 1977 転載 

楯築弥⽣墳丘墓出⼟資料 
近藤 1992 転載 

⽴坂遺跡出⼟資料 
近藤 1996 転載 

中⼭遺跡出⼟資料 
落合町教育委員会 1978 転載 
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向⽊⾒遺跡出⼟資料
鎌⽊ 1966 転載

葛本弁天塚古墳出⼟資料
橿原考古学研究所編 1996 転載 箸墓古墳出⼟資料

春成 2011 転載

⽮部南向遺跡出⼟資料
岡⼭県教育委員会 1995 転載

柳坪遺跡出⼟資料
総社市 1986 転載

纏向遺跡出⼟資料
橿原考古学研究所編 1976 転載

宮⼭遺跡出⼟資料
総社市 1986 転載
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特殊器台に描かれた弧帯文

特殊器台の出土分布図
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特殊器台に描かれた文様の分類

ａ ｂ ｃ 1 2 巴Ｓ 巴Ｚ 丸 三角 四角
楯築弥生墳丘墓 1 ○ ○
楯築弥生墳丘墓 2 ○ ○
楯築弥生墳丘墓 3 ○ ○
西谷３号墳 1 ○ ○
矢野遺跡 1 ○ ○
雲山鳥打１号墳 3 ○ ○
立坂弥生墳丘墓 2 ○ ○
立坂弥生墳丘墓 3 ○ ○
黒宮大塚弥生墳丘墓 3 ○ ○
中山遺跡 2 ○ ○
中山遺跡 3 ○ ○
中山遺跡 4 ○ ○
貝ヶ原遺跡 1 ○ ○ ○
芋岡山遺跡 1 ○ ○ ○
鋳物師谷２号弥生墳丘墓 1 ○ ○ ○
雲山鳥打１号墳 2 ○ ○
黒宮大塚弥生墳丘墓 1 ○ ○ ○
黒宮大塚弥生墳丘墓 2 ○ ○
中山遺跡 5 ○
雲山鳥打１号墳 1 ○ ○
立坂弥生墳丘墓 1 ○ ○
中山遺跡 1 ○ ○ ○
あたご山遺跡 1 ○ ○ ○
西江遺跡 2 ○ ○ ○
西江遺跡 4 ○ ○ ○
向木見遺跡 1 ○ ○ ○
向木見遺跡 2 ○ ○ ○
西江遺跡 1 ○ ○ ○ ○
西江遺跡 3 ○ ○ ○
矢部南向遺跡 1 ○ ○ ○
柳坪遺跡 1 ○ ○ ○
便木山墳丘墓 2 ○ ○ ○
便木山墳丘墓 1 ○ ○ ○
西山遺跡 1 ○ ○ ○
西山遺跡 2 ○ ○ ○
矢谷墳丘墓 1 ○ ○ ○
矢谷墳丘墓 2 ○ ○ ○
矢藤治山墳丘墓 1 ○ ○
矢藤治山墳丘墓 2 ○ ○ ○
矢藤治山墳丘墓 3 ○ ○ ○
矢藤治山墳丘墓 4 ○ ○ ○
矢藤治山墳丘墓 5 ○ ○ ○
矢藤治山墳丘墓 6 ○ ○ ○
矢藤治山墳丘墓 7 ○ ○ ○
宮山遺跡 4 ○ ○ ○
矢谷墳丘墓 3 ○ ○ ○
宮山遺跡 1 ○ ○ ○
宮山遺跡 2 ○ ○ ○
宮山遺跡 3 ○ ○ ○
箸墓古墳 1 ○ ○ ○
葛本弁天塚古墳 1 ○ ○ ○
葛本弁天塚古墳 2 ○ ○ ○
葛本弁天塚古墳 3 ○ ○ ○
葛本弁天塚古墳 4 ○ ○ ○
箸墓古墳 2 ○ ○ ○
纏向遺跡 1 ○ ○
東殿塚古墳 1 ○ ○ ○
西殿塚古墳 1 ○ 〇 〇
権現山51号墳 1 ○ ○ ○
権現山51号墳 2 ○ ○ ○
網浜茶臼山古墳 1 ○ ○ ○
浦間茶臼山古墳 1 ○ ○ ○
矢部堀越遺跡 1 ○ ○ ○
矢部堀越遺跡 2 ○
矢部大𡉕古墳 1 ○ ○ ○
元稲荷古墳 1 ○ ○ ○
七つ𡉕１号墳 1 ○ ○ ○
都月坂1号墳 1 ○ ○
矢部42号墳 1 ○ ○ ○
矢部42号墳 2 ○ ○ ○

透孔
弧帯文

遺跡名
交差文

Ⅳ
Ⅰ Ⅱ Ⅲ
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神奈川県における埴輪出⼟遺跡分布図
稲村 2017 転載

秋葉⼭２号墳実測図
海⽼名市教育委員会 2002 転載

秋葉⼭２号墳出⼟資料
海⽼名市教育委員会 2002 転載
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⻄福寺古墳出⼟⿃形埴輪）
川崎市教育委員会他 1983 転載

⼩⾦塚古墳実測図
伊勢原市教育委員会 1985 転載 ⼩⾦塚古墳出⼟朝顔形埴輪

伊勢原市教育委員会 1985 転載

⻑柄桜⼭古墳１号墳出⼟資料
逗⼦市教育委員会・葉⼭町教育委員会 2012 転載

⻄福寺古墳実施測図
川崎市市⺠ミュージアム 2006 転載

⻑柄桜⼭古墳１号墳実測図
（財）かながわ考古学財団 2001 転載

⻄福寺古墳出⼟円筒埴輪
川崎市市⺠ミュージアム 2009 転載
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蓼原古墳墳丘復元図 
横須賀市教育委員会 1987 転載 

蓼原古墳出⼟資料（左：⼈物埴輪、中央：円筒埴輪、右：朝顔形埴輪） 
横須賀市教育委員会 1987 転載 

登⼭１号墳実施測図 
厚⽊市教育委員会 2012 転載 

登⼭１号墳出⼟家形埴輪 
厚⽊市教育委員会 1997 転載 

登⼭１号墳出⼟⼈物埴輪（左：武⼈、右：⼒⼠） 
厚⽊市教育委員会 1997 転載 

登⼭１号墳出⼟円筒埴輪 
厚⽊市教育委員会 1992 転載 
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北⾨古墳実測図 
株式会社盤古堂 2007 転載 北⾨古墳出⼟資料（左：男⼦埴輪、右：盾埴輪） 

株式会社盤古堂 2007 転載 

⽩井坂埴輪窯跡位置図 
川崎市市⺠ミュージアム 2009 転載 

⽩井坂埴輪窯跡出⼟⾺形埴輪 
川崎市市⺠ミュージアム 2009 転載 

⽩井坂埴輪窯跡出⼟埴輪（左：⾺形、中央：朝顔形、左：円筒） 
川崎市市⺠ミュージアム 2009 転載 


